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B

定例で月に1度、職員全員の出席を
義務付けて行っている。ZOOMでの
参加も認め、全員参加を図っている。
今年度は原則第1金曜日午後からの
開催としている。

B

・広報：SUPPORT802発行のため適
宜開催
・情報部：2回/月（HPリニューアル進
行中のため回数増）
・ファンド部：2回/月
・啓発担当：年度始めの計画時の他
は、それぞれの講座やイベントに向
けて適時行っている。

6月24日～26日、地域の課題を掘り
起こし、活動支援を行う人材養成研
修に2名参加（大阪）

管理業務の実施に係る固有の銀行口座を開
設しているか
【確認資料例：銀行口座】

B

支援センターの専用口座を開設して
いる。インターネットバンキングでタイ
ムリーに支払業務を行い、都度会計
帳簿と残高を確認している。また、通
帳と代表印は別々に保管し、施錠し
ている。

資金の適正な管理と経理内容の明確化が図
られているか
【確認資料例：独立した会計帳簿】

B

日々の会計処理においては、経理規
程に基づき、担当者が作成した入出
金伝票に上長が承認、会計担当が
会計システムに入力することにより、
リアルタイムで実績を把握し、予算と
の差異を分析している。

コピー機等使用料や講座の受講料などの徴
収は適正に行われているか
【確認資料例：独立した会計帳簿・日報、月
報・使用料等収納（徴収）事務委託契約書・銀
行口座】

B

コピー機使用料や講座の受講料等
の徴収は適正に行われ、担当者が
作成した入金伝票に上長が承認し、
会計担当が会計システムに部門、勘
定科目、金額等の入力を行い、口座
残高との照合を行なっている。尚、コ
ピー機はコインラックを付けて、現金
の受け渡しはない。

収支計画が適正であること
収支計画が適正に執行されているか
【確認資料例：事業計画書（収支計画）・事業
報告書】

B
毎月、会計担当は事業計画に基づ
いて、予算執行の進捗状況を確認
し、市に報告している。

業務を実施するにあたり、適切な人員配置や
育成がなされているか
【確認資料例：事業計画書（人員配置計画）・
事業報告書・研修報告書・実地調査】

B

職員各人の能力や希望を尊重し、適
正に人員配置をしている。また、適
宜、希望や担当に応じて外部研修な
どにも派遣している。

給与の支出が適切に行われているか
【確認資料例：給与規程・賃金台帳】

B

規程に基づき給与支払い担当者が
確認し、上長への報告、会計責任者
の確認と、適正に行っている。
賃金台帳も適切に管理している。

施設の管理運営を安定して行う能力
を有していること

業務の一括委託が行われていないか
【確認資料例：第三者への一部事務委託に関
する承諾書・事業報告書・実地調査・会計帳
簿】

B

専門性の高い業務（ICT,法務関係な
ど）を一部第三者に委託しているが、
毎年契約書を整備し、市に協議書を
送り承諾してもらっている。

定
量
的

開館日数、開館時間は守られていたか
【確認資料例：条例、規則・日報、月報・事業
報告書】

B 開館日数、開館時間は市との協定に
基づき厳守している。

文書の管理・保存が適切に行われているか
【確認資料例：ファイル基準表（なければそれ
に準ずるもの）・実地調査】

B
文書保存・管理規定、個人情報保護
マニュアルなどを整え、施錠した文書
棚で適切に保管している。

施設の保全・管理が適切に行われているか
【確認資料例：事業報告書・実地調査】

B

会議室予約システムを導入してから
約２年が経過し、団体による利用は
定着している。導入当初に見られた
操作面での問い合わせや予約ミスも
大幅に減少し、現在では各団体が自
律的にシステムを活用している。これ
により、会議室の予約受付にかかる
手間が軽減され、更に集計作業も簡
略化され、全体として効率的な運用
が実現している。
また、毎年行っている施設利用満足
度調査も全体で99.1％と高い評価が
続いている。

備品の管理が適切に行われているか
【確認資料例：備品台帳・実地調査】

B

備品の管理は備品管理台帳をつくり
新規、廃棄など適時更新し適正に管
理している。
市による実地調査にも適正に対応し
ている。

会議室利用状況
4月：64.2％
5月：60.5％
6月：62％

B

Facebookページ、InstagramとXへの
投稿数（4月15件、5月31件、6月26
件）が前年度に比べて、増加。
4月～6月 FacebookとInstagramの観
覧数：32084回

新規：8件（４～６月）
再登録：1件（4～6月）

NPOパワーアップ講座等にオンデマ
ンド講座を採用できないか検討中

利用者からの苦情処理の体制がと
れていること

利用者等からの相談及び苦情に適切に対応
しているか
【確認資料例：相談、苦情をまとめた整理帳
簿】

B

相談には随時、内容ごと適切な担当
者を決めて対応している。相談内容
の記録は都度相談カードにまとめ、
スタッフで共有し後日の相談に対応
できるようにしている。
苦情に関しては、丁寧に苦情内容を
聞き真摯に対応している。苦情に関
しても記録カードを作成しスタッフ間
で共有し、整理しているが、近年苦情
は0件である。

B

調査結果を支援事業の強化、改善に
活かすため、調査目的を明確に定
め、従来のアンケート調査項目を全
面的見直し、項目細部について精
査。併せて回答率UPのため、対象と
する市民団体、アンケート回答手段
（WEB等）を検討。

施設の役割や市民活動に関する情報発信を
行うとともに、効果検証・改善に取り組んでい
るか
【確認資料例：支援センターHP・広報紙・SNS・
月報】

B

・SUPPORT802第132号「浅川地下壕
の保存をすすめる会」を紹介。P3に
センター講座を掲載。
・4月及び5月にスタッフのためのSNS
勉強会を実施。SNSで市民活動団
体・地域やセンターの情報を発信し、
団体やセンターの講座・イベントの集
客・相談につながった。
・パワーアップ講座の周知について
は、SNS等での広報を開始し、紹介
リールも作成した。チラシは、講師の
顔写真とともに、この講座で何が学
べるかを入れるなど講座内容をイ
メージできるような工夫を行った。

SNS等の活用により、市民や地域、他団体、
企業、大学等との連携や交流の契機とするた
めの取組みが行われているか
【確認資料例：支援センターHP・広報紙・SNS・
月報】

B

センター情報に加え、市民活動団体
や八王子中間支援組織チーム、地
域イベントなどの情報をInstagramと
Facebookで発信し、活動の周知・イ
ベント集客につながっている。
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ページビュー数：59,934（4～6月）
記事掲載数：3,986（6月末）/3,732
（前年度末)
メルマガ会員数：1,001（6月末）/984
（前年度末）

5月31日、団体とプロボノをマッチン
グさせる目的の「プロボノの森」を開
催した。

B

6/27開催「デジタルデトックスで影絵
体験」20名（子ども8）参加。フリース
クールでの影絵づくり体験を通し、子
どもに寄り添った幼児園・フリース
クールの過ごし方を紹介。初めて参
加した親子にはフリースクールの場
の初体験となり関心が高まった。他
フリ－スクール同業者の参加もあり、
情報交流の場ともなり、今後の運営
と協力体制について話し合いが出来
た。

若年層の市民活動への参加を増や
すために、ここ数年実践講座は、児
童生徒向けに夏休みに実施。今年度
は8/22に、カードゲームを使用して
市民活動の楽しさを知ってもらい、参
加意欲を向上させるに役立つ講座を
準備中である。
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市民活動に関する調査を実施し、事業に活かすための分析が行われているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

利用者の増加等を図るための取組
みが行われていること

パワーアップ講座の実施により、市民活動団体の運営スキル向上が図られ、自立
的な活動の推進や課題解決に寄与しているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

実践講座の実施により、市民活動の理解を促進し、参加意欲の向上や担い手の増
加が図られているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

適正に管理運営できる職員体制や
研修体制がとれていること

施設の公共性、公平性について継
続性が保たれていること

定
量
的

定
性
的

新規団体登録数　４０件／年

八王子市市民活動支援センター

評価項目

６月

支援センター部門会議（啓発部、情報部、ファンド部　１回／月、広報部は隔月開
催）

団体の経営方針が明確であり、適正
な経理がされていること

スキルアップのため外部研修　一人１回以上／年

定
量
的

９月 １２月
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定
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電気使用量及び水道使用量の過去３年【令和５年度（2023年度）～令和７年度
（2025年度）】平均比100％以下／年

「ゆめおりファンド」人財による団体支援　マッチング５件以上／年

施
設
の
サ
ー

ビ
ス
向
上

、
利
用
者
の
増
加
等
を
図
る
方
策
が
図
ら
れ
て
い
る
か

施設利用率　平均６０％以上／年
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開館日数　　　　３０７日／年
通常休館日　　　 ５１日／年
月曜振替休館日　 ７日／年

定
性
的

支援センター会議　１回／月

定
量
的

定
性
的

アクティブ市民塾の実施により、市民と市民活動団体との交流を通じて学びや共感
を生み出し、市民と市民活動団体のマッチングが図られているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

利用者満足度　９５％以上／年

八王子コミュニティ活動応援サイト「はちコミねっと」のページビュー数、記事掲載数、
メルマガ会員数　前年比20％増／年

オンライン参加可能なイベント・講座数　３０％以上／年

SNS発信回数　５件／週
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B

・4/28開催［センターの機材使いこな
し術］11名参加。団体資料作成の
為、中綴じ冊子作成等紹介。
・5/10第2回パソコンデータの整理術
実施。19名参加。団体活動のための
データ整理のコツを伝えた。
・6/20第3回「NPO入門：好きや得意
を地域のチカラに」6名参加。市民活
動とは何か、活動のステップ、想いを
カタチにする方法など市民活動入門
について紹介。ハードルが低くなっ
た、自分でもやれそうという肯定的な
感想が聞かれ、後日センターに問い
合わせがあるなど市民活動の参加
増加につながった。

A

地域や市民活動における課題を踏ま
え、当事者や関係者への聞き取りを
行いながら交流会のテーマ設定や企
画立案を進め、多様な主体が参加で
きる交流の場となるよう登壇者を選
定や周知方法を工夫した点を評価す
る。今後は交流会の実施を通じて、
多様な主体による連携の促進や共
創へと発展することを期待する。

今までの相談や1日出張・地域交流
会で、地域や市民活動への市民参
加の一つの課題として「多様化する
地域」への対応が何度もあがった。
町会・団体・イベント開催者・学校関
係者・一般市民と当事者に聞き込み
を行い、「多様性」とは何か、多様性
を尊重できていないところが多いこと
が分かり、多様な取り組みを尊重し
ている地域・組織を調べ、登壇者を
選定し、打合せを行った。多様な参
加者に参加してもらうため、周知は通
常の手法に加え、SNS・地域（商店街
等）・直接声かけを行った。

B

5月9日に西南部地域出張と地域交
流会を実施。19名（団体・中間支援・
一般市民・町会）が参加。新団体登
録１、再登録１。2団体は後日セン
ターに相談。SNS等で団体の紹介を
行った。団体や地域課題のヒアリン
グができ、相談件数10件、新規繋が
り６件、イベント講座協力3件、初参
加7名。

B

1日出張・地域交流会及び交流会開
催にあたり、町会・自治会にも声をか
け、団体と一般市民とのつながりを
図り、ヒアリングも行っている。西部
地域で開催した地域交流会の結果、
町会から生まれたNPO法人からまつ
が交流会に登壇。他の町会の方々も
参加し、意見交換をすることができ
た。

B

大学コンソーシアムや大学ボランティ
アセンター、また学生団体にNPOフェ
スティバルへの参加の勧誘や、防災
の学生ボランティア団体と連携しての
防災講座企画など、適宜大学や学生
の地域貢献活動の場として、セン
ターの活用を発信している。

B
企業のCSR担当者にミーティングを
申し出たり、企業との連携について
の講座、イベント等に参加している。

B

地域交流会（西部）：生涯学習セン
ター川口に明星大学教授を紹介し、
継続的に講座内容等の相談を受け
ている。生涯学習センター川口は出
張・地域交流会の開催にあたって、
地域で活動する方・団体の紹介をい
ただき、周知に協力いただいている。

資源の有効活用など環境に配慮し
た管理運営がされていること

「八王子市ゼロカーボン指針」に基づく、環境
に配慮した管理・運営が行われているか
【ヒアリング等で確認】

B

使用していない部屋やエリアのエア
コン・照明を小まめにチェックするな
ど節電には常に注意している。
裏紙の再利用や古紙の資源回収、
環境に優しい消耗品の購入など、環
境に配慮した管理・運営に努めてい
る。

定
量
的

個人情報の取り扱いが適切であるこ
と

個人情報の適切な管理のため必要な措置が
講じられているか
【確認資料例：マニュアル・事業計画書（事業
計画）・事業報告書】

B

個人情報保護マニュアルを策定し、
定期的に改訂を行っている。これに
基づき個人情報保護に関しては常に
注意を払い管理している。

指定管理者が加入しなければならない保険に
加入しているか
【確認資料例：保険証券】

B 適切な保険に加入し、毎年見直しを
している。

事故や災害発生時の緊急時の対応が適正に
行われたか。また、適正に行えるよう体制が
整っているか。
【確認資料例：マニュアル・事業計画書（事業
計画）・事業報告書】

B

緊急時の緊急連絡網を整備してい
る。また、事故や災害発生時、緊急
時の役割分担を決め、防災訓練時に
確認している。

期末総合評価

所管課コメント
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出張支援センターの実施により、地域における新たな活動主体やニーズの掘り起こ
しが図られ、市民活動の拡がりや地域内の連携につながっているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

団体連携のネットワーク「井戸端会議」の実施により、テーマや課題別のネットワー
クを構築し、新たな協働・共創の創出に向けた取組みが図られているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

NPO八王子会議の開催により、多様な主体が参加し、地域課題解決に向けた共創
の提案が行われているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

町会・自治会との連携強化に向けた取組みが図られているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

地域貢献に関心のある企業と市民活動団体の連携を図る取組みが行われている
か
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

様々な主体間の交流機会の創出に加え、個別マッチングや調整支援を通じて具体
的な連携や共創の実現及び継続につなげているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

NPOフェスティバルの開催により、市民活動の理解促進と多様な主体間の交流・連
携が図られ、協働・共創の創出に寄与しているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

テーマ別交流会の開催により、多様な主体間の連携や新たな活動の機会を創出
し、共創へとつながる取組みが図られているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

市内の大学や専門学校と連携し、学生のボランティア活動や地域貢献活動の場とし
て支援センターの活用が図られているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】

定
性
的

個
人
情
報
保
護
管
理
及
び
危
機
管
理
が
図
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れ
て
い
る

か

防災訓練　１回／年

定
性
的

緊急（防火・防犯等）対応等危機管
理体制が取られていること

支援講座の実施により、市民活動に役立つ実践的な知識や技術の習得が図られ、
活動の円滑化や質の向上につながっているか
【確認資料：実地調査・ヒアリング・月報等】


